
日時：令和７年１０月１６日（木） １９時～２0 時 45 分   場所：ZOOM によるオンライン会議 

 

参加者：齋藤、桐山、大平、吉波、渡邊、塚田、水島、堀口、能登、田中、中川、森、小倉 

欠 席：丁子、 

 

≪報告事項≫ 

1．県士会関連事業 

１）教育局（能登理事）  

・9/21 MTDLP 基礎研修 報告 

 10 名参加 

・9/20・21：臨床実習指導者講会 

 参加 23～23 名 

・12/13 現職者選択研修（旧制度） 身障テーマ。2 年目以降の会員を対象。 

・12／17 事例検討会 

２）普及指導事業部 

・OT マップ作製後の今後の相談について 

 OT マップの PDF 化、エクセルデータで保存、作成に 12 時間を要した。延べ 7 日間。 

 日当の検討⇒実働記録を残し、給与項目で支払う。所得税の計算は、総務で行う。 

 塚田：時給払いの方が増える場合は、毎月源泉を出す仕組みが必要。限られた方のみであれば、現行で。 

 会長：事業計画に則って、発生する業務で時給若しくは日当を支払う。 

・OT マップの使い方を知らない会員がいるので、使用の仕方を記載して配るようにしたい。 

     

３）富山県作業療法学会（桐山理事） 

・演題募集が開始 2 演題→１４演題（新人 5 題）期間延長しない。 

・スイッチャの購入→済 

・富山市の後援依頼申請時に会計報告の不備にて、支出と収入が同じでないとおかしいという事で後援

が止まっている。支出と収入の会計報告を修正しているので、理事で修正あれば連絡して欲しい。 

支出 145 万円、収入 56 万円⇒塚田より、従来のもので送りなおすことを検討。 

前回の学会時にどのような動きで出来たかがすぐに分かるようにする。 

次回の学会長：砺波地区から選出。桐山先生は、浦田さんを推薦。 

学会誌について、事務局保存分がないとのことで、何年間分が保存されていない。 

今回から事務局保存用を印刷することとする。 

 

４）発達障害部会 

・10 月 27 日 午前 富山市議会議員 木地氏と面談予定（齋藤・桐山・渡辺参加予定） 

・学校生活支援事業 

 年間 10 件での予算だったが、件数が増えてきて予算を増やせないか？ 

 11 件目の受託は出来ないか？ 

 塚田：今回、研修会での収入が増えていて、そこから 11 件目の支払いができるのであれば、補正予算 



無しで行けるのではと思う。 

 会長：来年度に根拠を示し予算立てしていただきたい。 

 

５）災害委員会 

・9/25 災害訓練報告 

9/27  全病院施設 191件中、87件（46％）（昨年度 55％）から報告あり、安否確認者数 380名  

自宅会員 30名のうち 6名から報告あり。 

士会員 689名中、安否確認 386名。（56％）（昨年度 69％） 

会員個人からの報告件数は、180件で（26％） 

資料別紙参照 

訓練日：協会と同じが良いのか？→今後、検討 

報告した結果が、帰ってくるような仕組みがあれば、報告した会員が必要性を感じるのでは？ 

今後、検討。 

能登の震災で石川県では安否確認などの実例があれば、調べてみるなど検討して欲しい。 

 

６）広報部 

news 原稿を依頼された方は協力をお願いします。 

 

8）福利厚生部 

・10 月 12 日滑川ほたるいかマラソンの給水ボランティアに参加予定 

 参加者：7 名（福利厚生 5 名）年々、減少傾向。30℃の暑い中、北陸電力グループと合同参加。 

 

9）生活作業療法委員会  

・1 月 18 日 午前中 応用研修会 災害についての話もあり 

・10／4・５ 地域支援会議⇒10／31 北陸ブロック会議で更に話し合うことになっている・ 

 生活支援コーディネーターと絡んでいく話が出た。 

 

10）保健委員会 

・森監事より下肢骨折等に対する作業療法士の対応について情報共有あり。 

 士会メーリングリストにてアンケート調査してはどうか。 

 富山西地区、氷見市民、厚生連高岡、県リハで返礼あり、廃用症候群で請求し直しの場合と運動器で 

 そのまま請求しているところがあり、どうなっているのか問い合わせあり、そのため、実態調査をする 

必要があるのでは？ 

会長：国保対象の方の返礼が多い様子。保健委員会でグーグルフォームでアンケートを取ってみたら良 

いのでは？ 

 田中：保健委員会で調査予定。急性期・回復期などどこが主に出ているのかも気になる。 

 

11）倫理委員会 

・９月２０日 会議丸本氏参加。報告書添付。 



・窓口の明確化必要。ホームページに至急窓口明示。 

 窓口の体制をどうするか？→会長がまず、受け付けて丸本委員と共有。 

２．日本作業療法士協会関連 

１）よんぱち 

・10 月 25 日・26 日 ハイブリッド開催予定 齋藤会長現地参加、桐山副会長オンライン参加予定 

  

 

２）第２回地域事業支援会議 

・10 月 4 日・5 日 ハイブリッド開催 1 日目 池畑広明（西リハ）水島理事 

 2 日目 齋藤会長 池畑広明（西リハ）参加 

  

３）災害担当者情報交換会 

 ・9 月 27 日開催 

 

５）倫理担当者会議 

 ・9 月 20 日 丸本薫 氏（谷野呉山）出席予定。士会・協会倫理連携担当者の設置。 

 窓口の明確化必要。ホームページに至急窓口明示。 

 窓口の体制をどうするか？→会長がまず、受け付けて丸本委員と共有。 

 

６）令和７年度地域保健総合推進事業 

 ・10 月 19 日（日）10 時～16 時 30 分  渡邊理事参加、塚田事務局長傍聴参加予定。 

 

３．富山県関連 

１）富山市議会議員 木地智美氏との情報交換会 作業療法士の特別支援教育への参画について 

・10 月 27 日 齋藤会長、桐山副会長、渡邊純子氏にて予定 

・10 月 22 日 ワンチームとやま 教育委員会に渡邊純子が報告予定 

 

２）入善町町議会選挙について 

・士会への支援要請ないため、団体としての支援は行わない。 

・個人としての応援は団体として制限しない。 

 

３）富山県リハビリテーション専門職協議会 

・１１月９日 立山町にて一体的事業の研修会 

 学生にも聞いていただきたいので養成校に連絡。 

厚労省：モデル地区事業が富山地区が選ばれた。 

 

４．東海北陸ブロック関連 

１）リーダー研修会 

・担当三重県士会へ問い合わせ。講師の都合のため日程調整などできていない。決まれば連絡あり。 



・富山県から５名。 

次回の理事会で推薦していただく。 

２）東海北陸学会 

・７士会合同企画 堀口氏 発表。精神部会からの内容を発表 

 人材育成に関する会議 

 

５．検討事項 

１）士会剰余金について  

・桐山氏から事務局移転に関する提案：市民に発信できるような事務局があっても良いのでは？ 

・11 月中にまとめて作成 

高岡市を選択した理由：物件を探した結果、消去法で高岡になった。会長も高岡市を希望されている。 

           諸経費など諸々な条件を考えたり、地域的に遠い、近いは、選択の条件位は入 

らないように思う。事務局が出来て、法人としても一歩前進だと思う。 

 塚田先生に理事の意見を集約して、来月に話をまとめていく。  

 

2）全体会について 

・12 月 10 日（水）予定 

事業計画の提出をお願いします。 

 

３）チラシなどの活用について 

・士会で作成したチラシの追加印刷について、次年度予算化 

 フレイルの資料がなかったので、事務局の構えで今回は、印刷。 

 来年度からは、印刷増刷費は、生活作業療法委員会で余分に印刷費をとる。 

 

 

次回理事会：11 月 20 日 １９時より 


